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＊参考資料【ｐ.10～１１】 

はじめに 

内 容 

○この資料は、各学校において作成された「人権教育全体計画」「人権学習年間指導計画」に

もとづき人権教育を実践し、それを評価していくことで、より効果的な人権教育が推進される

ために作成しました。 

○最も重要なことは、各学校で児童生徒等の実態をもとに明確にされた「育てたい資質・能力

（「知識」「技能」「態度」）」を基底とした評価活動を実施すること、そして、継続的に改善を

図る仕組み（ＰＤＣＡサイクル）をつくることです。 

○『鳥取県人権教育基本方針－第３次改訂－』（鳥取県教育委員会）、『人権教育の指導方法

等の在り方について〔第三次とりまとめ〕』（文部科学省）も参考にしてください。 

Step１ 
Plan  人権教育全体計画と人権学習年間指導計画を作成する。【ｐ.２～４】 

Step２ 
Do ＆ Check  教育実践しながら適宜評価活動を行う。 【ｐ.５～６】 

Step３ 
Check  人権教育の目標・方策等を組織的に評価する。【ｐ.７～９】 

Step４ 
Action  評価活動を反映させる。 【ｐ.10】 
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Step１ 

鳥取県教育委員会作成資料『「人権教育全体計画」と「人権学習年間指導計画」の作成ポイントと

手順例』を参考に作成しましょう。 

①多面的に把握した児童生徒の実態（課題）等を整理し、全教職員共通理解のもと、「人権として

の教育」・「人権についての教育」・「人権が尊重される教育」を踏まえた（教育活動全体を視

野に入れた）人権教育の目標を設定する。 

  ②目標を達成するための児童生徒に育てたい資質・能力（「知識」「技能」「態度」）を明確にした

全体計画を作成する。 

③児童生徒の発達段階や各教科・領域等の特質を踏まえた指導計画を作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        モデル１参照 

 

（１）「児童生徒に育てたい資質・能力」に通し番号や記号（例えば、知識の１番目を「知１」

とするなど）をつけ、「具体的な目標・方策」にも明記する。 

     → どんな資質・能力を育てるための方策なのかが明確になり、全教職員で指導のチャンスを

逃すことなく意識的に取り組むことにつながります。評価する際の観点も明確になります。 

（２）「具体的な目標・方策」に、それぞれの担当者（推進・評価責任者）を明記する。 

     → 人権教育は学校教育全体を通じて取り組むものであり、各担当が様々な取組を提案・評価

する際に人権教育の視点が明確になり、より効果的な実践につながります。 

 

 Ｄ  具体的方策の実践 

・人権学習、その他学習活動 

・学級・学年の取組  ・学校行事 

・児童会生徒会活動      など 

 Ｃ  評価 

○目標がどの程度達成できたか 

○資質・能力が身に付いたか 

○具体的方策は有効か 

Plan  人権教育全体計画と人権学習年間指導計画を作成する。 

 Ａ  改善 

方策の継続や見直し 

より実効性のある全体計画にするために  

 Ｐ  計画作成 

○人権教育の目標の設定 

○教育活動全体を視野に 

○育てたい資質・能力を明確に 

児童生徒の実態等 
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モデル１ ：（例）△△中学校の人権教育全体計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

○○町立△△中学校
人権に関する法令等 学校教育目標 生徒の実態

日本国憲法　教育基本法

めざす児童像

（１）時間を守り．あいさつ、掃除に努力する生徒

（２）明るく健康で、学習に意欲的に取り組む生徒

（３）さまざまな困難に、ねばり強く立ち向かう生徒

（４）自分を生かし、思いやりと奉仕の心を大切にする生徒

学校教育法　学習指導要領

人権教育・啓発推進法

鳥取県人権施策基本方針

鳥取県人権教育基本方針

○○町人権施策総合計画

○○町男女共同参画プラン

保護者・地域の実態

・教育への関心は高く、協力的
　である。

教職員研修 人権教育目標

・夢や希望の自覚と職業調べ 【１,９,14】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　具体的な目標・方策　　〈　〉は推進・評価責任者、【　】は生徒に育てたい資質・能力

人権としての教育（学習保障・進路保障） 人権についての教育（人権学習） 人権が尊重される教育（人間関係・システム）

○学習指導の充実　〈教科担当・研究主任〉

13授業や学校行事に真剣に取り組もうとする。

14さまざまな生き方に共感を持とうとする。

○生徒会活動の充実　〈生徒会〉

・あいさつ運動、ボランティア活動、募金活動、ピンクシャツデー 【３,６,12】

　

・相談できる窓口を問題別に整理して生徒に知
　らせる工夫。 【２,９】

○特別支援教育の充実　〈特支コーディネー
  ター〉

・人権についてのポスターなどを掲示するだけ
  でなく帰りの会などで積極的に説明する。

・教育相談の実施【３,13】

○お互いを大切にし、認め合うとりくみ  〈学年主任〉

・一分間スピーチや今日のヒーロー（帰りの会）

【８,12,14】

・学級だよりに生徒の活躍を掲載 【12】

【２,４,５,９】

・夢や適性の自覚と高校調べ 【１,９,14】

・職場体験学習 【１,13】

・校内就学指導委員会での綿密な協議と個別の
  支援カードの作成。【10】

保・幼・小・中・高・特別支援学校との連携

・県域中学校・高等学校・養護学校人権教育協議会

・○○町人権教育主任会

・△△中学校区人権教育担当者連絡会

地域との連携

・人権教育推進協議会

・○○人権文化センター

令和○年度　人権教育全体計画

・相手を思いやった表現が苦手
　な生徒が多い

・自分とは違う意見に耳を傾け
　ることのできる生徒が多い。

・人間関係をうまく築けない生
　徒が多い。

・差別へ問題意識はあるが行動
　につなげる術を知らない。

人間性豊かで、自ら考え、正しい判断力、実行力のある生徒の育成

・人権教育参観日の実施

・△△中学校区人権教育推進部合同研修会の実施

ＰＴＡとの連携

・ＰＴＡ人権研修会の実施

・欠席した生徒への連絡 【12】

○部活動の充実　〈部活動指導〉

12命を大切にし、お互いの存在を認め合う集団を形成し
   ようとする。

２人権侵害など困難に出会ったときに利用でき
  る公的機関やその他の相談窓口があることを
  知っている。

７人間関係上の対立や誤解などに、ぶつかった
  ときに、協力して解決できる。

３自他ともに明るく健康に生活するため、健康
  管理やメンタルケアについての知識がある。

８自分の考えを、相手の気持ちを考えながら伝
　えることができ、相手の考えも受け入れるこ
　とができる。４いくつかの国内外の人権問題について説明で

　きる。 ９さまざまな情報を見たり聞いたりしたとき、
　その情報が正しいものかどうか確認したり吟
　味したりできる。

５人権問題の解決に向けた取り組みを知ってい
　る。

・学校生活の中のさまざまな人間関係を通して、自他ともに大切にする
　ことのできる生徒を育てる。

・さまざまな人権問題についての知識を持ち、解決に向けて行動しよう
　とする生徒を育てる。

１自分を生かす進路を実現するために、適性や
  さまざまな職業について理解している。

６集団生活の中で、お互いが気持ちよく生活す
  るために、時間やきまりを守ったり、あいさ
  つや掃除に取り組むことができる。

11差別やどうしても納得できない出来事に出会ったとき
   に、解決に向けて努力しようとする。

生徒に育てたい資質・能力

知　識 技　能 態　度

生徒の実態把握

校内研究会

各種研修会参加

・世界人権宣言や子どもの権利条約について学
　習する。【４,５,11】

・家庭学習定着の取り組み（自学ノート）
  【10,12】

○ルールやマナーを守る意義を自覚させ実践力をつける
 　〈生徒指導主事〉 【６,11】

・さまざまな人権問題について、生徒や地域の
　実態も考慮してバランスよく学習する。
  【４,５,９】

・就職や進学に向けて、自分を輝かせることの
  できる進路実現について学習する。
  【１,９,14】

・歴史や法令などに偏り過ぎない授業展開の工
  夫。 【４,５,10】

○人権侵害や自力で解決が困難な問題への対処
　法の学習　〈担任・人権教育主任〉

10学習課題に応じて身の回りの書籍や人材など
　を活用できる。

◎生徒に夢や希望を持たせ、その実現に向けて
　意欲を持たせる学びの工夫。

◎困難や不合理に立ち向かうための自信を持た
  せる学びの工夫。

◎お互いを大切にしあい、協力して望ましい人間関係を築
  くための環境の充実。

○学校行事を通して思いを伝えることや協力することのす
  ばらしさを学ぶ　〈特活主任〉

・文化祭（学年劇や巨大絵画）【７,８,13】

・運動会（演技の練習や応援小物づくり）【７,８,13】

○相談体制の充実　〈教育相談〉

・相談室利用の促進【２,３】

○人権の大切さ、権利と責任の整理

 〈担任・人権教育主任〉

○個別の人権問題についての学習

　〈担任・人権教育主任〉

・授業改善（授業を公開し合い意見交換する）

【10,13】

・月例テストの実施と再テストの徹底 【12】

○キャリア教育の充実　〈進路指導主事〉

（１）分かりやすい番号や記号をつける 

（２）担当者を明記する 

さらに、育てたい資質・能力の番号（記号）を記載

すると方策との関係性がわかりやすくなります 

 



- 4 - 

 

                                   モデル２参照 

 

（１）年間指導計画の中に、「題材・主題名」、「教科・領域」、「ねらい」を設定する。 

     → 「教科・領域」と「ねらい」を見比べられるようにすることで、教科・領域等の特質を踏まえた

学習内容かどうか判断しやすくなります。 

（２）「ねらい」の中に、関連する児童生徒に育てたい資質・能力の番号（記号）を明記する。 

     → 育てたい資質・能力を記入することで、どんな力をつけることにつながる授業なのかが明確

となり、学習の有効性について検証するときの大切な視点となります。 

 

モデル２ ：（例）△△小学校６年生の人権学習年間指導計画（一部） 

 

令和◯年度 ６年生 人権学習年間指導計画                     ○○町立△△小学校 

児
童
に
育
て
た
い
資
質
・
能
力 

知識 

１ 自分たちとは異なる文化を大切にしている人がいることを知っている。 

２ ふるさとのよさを知っている。 

３ いくつかの権利と身の回りの人権問題について知っている。 

４ 自分の将来の夢を実現できるための道筋を知っている。 

５ あいさつも含めて人と人とがつながるあたたかい言葉遣いを知っている。 

技能 

１ お互いを大切にした効き方・話し方ができる。 

２ 助言や忠告を受け入れることができる。 

３ 差別や不合理に気付き、人に伝えることができる。 

４ 情報を確認し正しく活用することができる。 

態度 

１ 問題の解決に向けて協力して行動しようとする。 

２ よりよい学校生活を目指して行動しようとする。 

３ 正しいことをみんなで確認し、やり通そうとする。 

４ 主体的に学習や活動に取り組もうとする。 

 

月 題材名・主題名 教科・領域 ねらい【育てたい資質・能力】 記録（○△×） 

４ 

最高にうれしい「おは

よう！」 

学級活動 されてうれしいあいさつの仕方を体験しあ

うことで、あいさつをする習慣を身につけ

ることができる。【知５・技１】 

○反応がよかった。 

 効果的。 

最高学年として 学級活動 最高学年としての責任を自覚し、入学式、

縦割り班、委員会活動、クラブ活動、登校

班などでの行動の仕方について考え、実践

しようとする態度を育てる。【態１・態２】 

△指示や説明することが多

くなってしまい、自主的

な態度が育っていない。

工夫する必要がある。 

Ａ個性の伸長 

「自分らしく」 

道 徳 「自分らしさ」を考えることを通して、自

分自身の良いところを見つけ、さらに伸ば

そうとする。【知４・態４】 

△自分の良さに気づいてい

ない児童も見られる。 

 日頃から自尊感情を高め

ていく必要がある。 

５ 

「聞いて考えを深めよ

う」 

国 語 自分の考えや意図が伝わるように、工夫し

て話したり、話し手の意図を考えながら聞

くことができる。【技１】 

 

より質の高い学習内容の設定につながる指導計画にするために  

（２）育てたい資質・能力の

番号（記号）を明記する 

（１）「題材・主題名」、「教科・領域」「ねらい」を設定する 

「記録」の欄があると評価活動がしやすくなります 



- 5 - 

 

Step２ 

人権教育全体計画・人権学習年間指導計画が作成され、様々な教育活動が実施されていくこ

とになりますが、実践された方策等については、日常的、定期的に点検・評価され、あるい

は児童生徒の実態や社会情勢等の変化に応じて、改善や見直しが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          モデル３参照 

（１）「ねらい（目標）」や「学習過程」等に児童生徒に育てたい資質・能力を明記する。 

     → 育てたい資質・能力を記入することで、どんな力をつけることにつながる授業なのかが明確

となり、学習の有効性について検証するときの大切な視点となります。 

（２）児童生徒に学習を振り返らせる。 

     → 児童生徒が自らの学習について評価することは、人権教育に対する意欲・関心、達成感の

状況を把握する上で有意義であるとともに、児童生徒の学習の在り方を検証し、その後の

指導方法等の工夫・改善を図るためにも不可欠な取組です。 

（参考） 

 

 

 

 

 

 

 Ｄ  具体的方策の実践 

・人権学習、その他学習活動 

・学級・学年の取組  ・学校行事 

・児童会生徒会活動      など 

 Ｃ  評価 

○目標がどの程度達成できたか 

○資質・能力が身に付いたか 

○具体的方策は有効か 

 Ｐ  計画作成 

○人権教育の目標の設定 

○育てたい資質・能力を明確に 

○教育活動全体を視野に 

Do ＆ Check  教育実践しながら適宜評価活動を行う。 

授業研究会に生かせる指導案にするために  

【学校における研修の取組】指導に関すること 

各学校で人権学習の活動を進めるに当たり、教職員には、学習教材の理解、授業研究等

による効果的な教授方法の開発、事前・事後学習の実施、保護者等への説明と協力関係の

構築、効果の検証など、多面的な取組が求められることになる。このような取組を適切に

実施し、人権学習の効果を高めていくためにも、校内の研究部会、学年会、職員会議等に

おいて必要な研究・研修の機会が設けられることが重要である。 

『人権教育の指導方法等の在り方について〔第三次とりまとめ〕』 

 

 Ａ  改善 

方策の継続や見直し 
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モデル３ ：（例）高等学校（ホームルーム活動）学習指導案 

 

（１）人権教育全体計画にある育てたい資質・能力を明記する 

どの場面（展開や発問）が育てたい資質・能力と

関連するかを明記することで、より具体的に意図や

効果を検証することにつながります 

（２）児童生徒に学習を振り返らせる 

・本時のキーワードや学習用語を用いる等の条件を付けて

学びを振り返らせるなどの工夫をしましょう。 

・育てたい資質・能力の達成度の目安となる児童生徒の振

り返り（回答）を具体的に想定しておきましょう。 
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Step３ 

次年度における全体計画・年間指導計画の見直しや指導の改善に資するため、人権教育に関す

る点検・評価が、学校評価システムの中に組み込まれ、学校全体の組織的な取組として実施さ

れることが必要です。また、保護者等による評価を取り入れることも重要です。 

 Ｃ  学校評価 

○人権教育と重なる項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       モデル４参照 

（１）校務分掌、学年、教科等の「具体的な方策」の中に設定された児童生徒に育てたい資

質・能力は、計画書や実施要項に明記して当該校務分掌等で達成度を評価し、学校評

価の項目と関連のあるものについてはそちらに反映させる。 

     → 担当者が点検・評価まですることにより取組の意義が再認識されるなど、教育活動全体と

しての点検・評価となり、取組の効果が高まります。 

（２）児童生徒等に実施するアンケート等を児童生徒に育てたい資質・能力とひも付け、学

校評価の項目と関連のあるものについては利用する。 

   （例）自分にはよいところがあると思いますか（全国学力・学習状況調査） 

⇔ 【態度】自己についての肯定的態度 

     → 業務の軽減につながるとともに、生活習慣と学力などの相関をみるなど多角的な視点を得

たり、児童生徒の成長過程をみたりすることにつながります。 

Check  人権教育の目標・方策等を組織的に評価する。 

 Ｄ  具体的方策の実践 

・人権学習、その他学習活動 

・学級・学年の取組  ・学校行事 

・児童会生徒会活動      など 

 Ｐ  計画作成 

○人権教育の目標の設定 

○育てたい資質・能力を明確に 

○教育活動全体を視野に 

 Ａ  改善 

方策の継続や見直し 

学校評価システムに位置づけるために  

保護者・地域等 

 Ｃ  人権教育に関する評価 

○目標がどの程度達成できたか 

○資質・能力が身に付いたか 

○具体的方策は有効か 
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モデル４ ：（例）学校行事（運動会）での評価  ※モデル１の学校 

 

令和◯年度    秋季大運動会実施要項    ○○町立△△中学校 

１ 目 的 

（１）学級で協力や工夫することにより仲間意識（連帯感）を深め、お互いを認め合い大切にする学

級づくりの場とする。【人教７・８】 

（２）自主的な計画・運営をとおして生徒会活動の活性化を図り、実践力を高める。【人教１３】 

（３）学校公開の一つとして地域との交流を図る。 

２ 日 時 

  ９月１６日（雨天順延）９：００開会（雨天順延）（昼休憩１２：００～１３：５０） 

３ 種 目 
 

 学年 種別 種目名・内容 生徒会責任者 担当教員 

 

種
目 

１年 団体 みんなで歩もう  １年団 

２年 〃 ツイスター  ２年団 

３年 〃 ムカデ競走  ３年団 

 

令和◯年度   秋季大運動会についての生徒アンケート   ○○町立△△中学校 

運動会のみなさんの活躍、応援、素晴らしかったです。また、そこに至るまでの準備なども大変お

疲れ様でした。晴天に恵まれ、大きなけがなどもなく終えることができ、満足しているところです

が、来年度に向けてお気づきのことを記入してください。また、自分やクラスの成長につながった

と思うことを教えてください。 

 

１ 自分自身のことについて（あてはまる方に◯印をつけてください） 

（１）より良い運動会になるよう、自分自身で考えたり行動したりすることができましたか。 

１ できた  ２ できなかった  ３ わからない 

 

（２）自分の考えを伝えたり相手の考えを受け入れたりすることができましたか。 

１ できた  ２ できなかった  ３ わからない 

 

２ クラスのことについて（あてはまる方に◯印をつけてください） 

（１）クラスの中で意見が分かれたりしても協力して解決することができましたか。 

１ できた  ２ できなかった  ３ わからない 

 

（２） 

 

３ 運動会の種目について 

（１） 

 

（１）人権教育全体計画で設定した育てたい 

資質・能力の番号（記号）を明記する 

 

（２）育てたい資質・能力と関連した項目を設定する 

単純な選択肢で負担を軽くする 

趣旨を明らかにしておく 

キャリア・パスポートとリンクさせることで、児童

生徒の成長の様子を見ることにつながります 

（参考）○○町立△△中学校の生徒に育てたい資質・能力 
技能  ７  人間関係上の対立や誤解などに、ぶつかったときに、協力して解決できる。 

技能  ８  自分の考えを、相手の気持ちを考えながら伝えることができ、相手の考えも受け入れることができる。 
態度１３  授業や学校行事に真剣に取り組もうとする。 
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（１）児童生徒は、学校だけでなく、多くの時間を家庭や地域社会で過ごしています。学校

教育の成果を肯定的に受容するような家庭や地域の基盤づくりのために、保護者等と

相談等がしやすく協力が得やすい関係性を構築することが大切です。 

   （例）学校・学年・学級等の取組を公開し、保護者等の意見等を聞く機会を設定する。 

      保護者等が一緒になって活動する機会を設定する。 

      教育活動の成果や評価活動の結果等を情報提供（公表）し、意見等を求める。 

     → 人権教育の適切かつ効果的な推進につながります。 

（２）児童生徒は、学習の場を移しながら成長します。人権教育においても、校種間で意見

交換をしたり授業研究を行ったりしながら、児童生徒の成長過程全体を想定すること

が大切です。 

     → 児童生徒の発達段階に適した教育活動の計画につながります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者・地域等と連携するために  

【効果のある学校】 

「教育的に不利な環境の下にある児童生徒の学力水準を押し上げている学校」において、

学力の向上と人権感覚の育成とが併せて追究されている･･･（略） 

『人権教育の指導方法等の在り方について〔第三次とりまとめ〕』 

【家庭や地域社会との連携及び協働と学校間の連携】 

ア 学校がその目的を達成するため、学校や地域の実態等に応じ、教育活動の実施に必要

な人的又は物的な体制を家庭や地域の人々の協力を得ながら整えるなど、家庭や地域社

会との連携及び協働を深めること。（略） 

イ 他の小学校や、幼稚園、認定こども園、保育所、中学校、高等学校、特別支援学校など

との間の連携や交流を図るとともに、障害のある幼児児童生徒との交流及び共同学習の

機会を設け、共に尊重し合いながら協働して生活していく態度を育むようにすること。 

『小学校学習指導要領』総則  

知的理解 

人権感覚 

幼児期 小 学 校 高等学校 中学校 

特 別 支 援 学 校 

自分の人権を守り、他者の人権を守るための実践行動 
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Step４ 

児童生徒の実態と評価を基にして、目標、児童生徒に育てたい資質・能力やそのための具体

的な方策等の見直しを組織的に行い、全教職員が共通理解できるようにすることが必要で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊参考資料 

１ 文部科学省「人権教育の指導方法等の在り方について［第三次とりまとめ］～実践編～」 

事例３：点検・評価アンケートの項目（教員向け／児童生徒向け／保護者等向け）（Ｐ１３

～１５）に点検・評価アンケートの項目例が示されていますので参考にしてください。 

２ 人権教育課の刊行物 

◯方針・指針等 

  ・「鳥取県人権教育基本方針－第３次改訂－」（令和５年３月） 

  ・『「人権教育全体計画」と「人権学習年間指導計画」の作成ポイントと手順例』 

（令和５年３月改訂） 

◯指導参考資料 

・「拉致問題に対する理解を深めるために」（令和４年４月改訂） 

・「部落差別の解消をめざして」（令和５年４月改訂） 

・「誰もが自分らしく輝くために～多様な性のあり方と人権～」（令和４年３月改訂） 

◯教材・資料 

  ・今すぐ授業で使える『「権利のカード」世界人権宣言版』（令和４年７月） 

 ・今すぐ授業で使える『「権利のカード」子どもの権利条約版』（令和４年７月） 

・「部落差別の解消の推進に関する法律」から学ぶ（教職員研修資料）（令和３年２月） 

 Ｐ  計画作成 

○人権教育の目標の設定 

○教育活動全体を視野に 

○育てたい資質・能力を明確に 

 Ｄ  具体的方策の実践 

・人権学習、その他学習活動 

・学級・学年の取組  ・学校行事 

・児童会生徒会活動      など 

 Ｃ  評価 

○目標がどの程度達成できたか 

○資質・能力が身に付いたか 

○具体的方策は有効か 

 Ａ  改善 

方策の継続や見直し 

Action  評価活動を反映させる。  
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※他にも、鳥取県教育委員会事務局人権教育課のホームページには、人権教育を推進する

上で役に立つ情報を掲載していますので、ぜひご覧ください。 

（ https://www.pref.tottori.lg.jp/jinkenkyouiku/ ） 
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